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　ハサミムシ目（革翅目）Dermapteraは、その下に後
翅をコンパクトに収める革質化した前翅、二対の陰茎、
ハサミ状になった尾毛などで特徴づけられる、約2,000種
からなる不完全変態類である。ハサミムシ目は、多栄養
室型である卵巣（Bünning 1994）や雌性外部生殖系（Klass 
2003, 2009）などの特徴から、真変態類 Eumetabola（無
尾角類 Acercaria＋完全変態類 Holometabola）あるい
は完全変態類との類縁が示唆されることもあったが、多
新翅類のステータスが大規模分子系統解析（Misof et al. 
2014; Wip�er et al. 2019）で強く支持されると、従来の
多新翅類に属すとの見解が一般的となった。そして、ハ
サミムシ目とジュズヒゲムシ目（絶翅目）Zorapteraの
姉妹群関係が示唆され、両目からなる Haplocercaria
（Terry and Whiting 2005）は多新翅類の最基部系統とさ
れる。
　以前は、ハサミムシ目には 9科からなるハサミムシ亜
目 For�culina、それぞれ 1科からなる、コウモリやネズ
ミに外部寄生するヤドリハサミムシ亜目 Arixeniinaと
ハサミムシモドキ亜目 Hemimerinaの三亜目が認めら
れていたが、多くの証拠から後者二亜目はハサミムシ亜
目に内包されることが確かになった。そして、ハサミム
シ目は「原始ハサミムシ類 Protodermaptera（＝カルシュ
ハサミムシ科 Karschiellidae＋ドウボソハサミムシ科
Diplatyidae＋ムナボソハサミムシ科 Pygidicranidae）＋
高等ハサミムシ科 Epidermaptera［＝センヌキハサミム
シ科 Apachyidae＋マルムネハサミムシ科 Anisolabididae
＋オオハサミムシ科 Labiduridae＋真ハサミムシ類
Eudermaptera（＝クギヌキハサミムシ科 For�culidae＋
カザリハサミムシ科 Spongiphoridae＋テブクロハサミ
ムシ科Chelisochidae＋ヤドリハサミムシ科Arixeniidae
＋ハサミムシモドキ科Hemimeridae）］」との体系で理
解されてきた。しかしながら、最近、さらに分子データ
を追加した大規模分子系統解析が行われ（Wip�er et al. 

2020）、真ハサミムシ類の単系統性はさらに確実になっ
たものの、センヌキハサミムシ科が本目の最原始系統群
であり、従来強く支持されていた高等ハサミムシ類は側
系統群であることが示された。
　ハサミムシ目については、いくつかの発生学的研究が
行われている：例えば、Heymons（1895）、Strindberg
（1915）、Chauvin et al.（1991）によるクギヌキハサミ
ムシ科、Bhatnagar and Singh（1965）、Singh（1967）に 
よるオオハサミムシ科、Fuse and Ando（1983）、Ando 
and Machida（1987）によるマルムネハサミムシ科、
Hagan（1951）によるヤドリハサミムシ科、Heymons
（1912）によるハサミムシモドキ科に関してのものであ
る。いずれの研究も高等ハサミムシ類に関してのもので
あり、さらに全発生過程を詳細に検討している研究は
Heymons（1895）のみである。このようは背景から、
ハサミムシ目のより深い発生学的理解を目指し、アフリ
カのシロアリ塚のみに生活し材料確保が極めて困難なカ
ルシュハサミムシ科、外部寄生性のヤドリハサミムシ科
とハサミムシモドキ科を除く 8科13種についての発生学
的研究を行った。
　まず、多新翅類の固有派生形質とされる胚形成様式（ 1
対の高密度細胞領域の融合による胚形成）および胚伸長
様式（羊漿膜褶完成後の卵表に沿っての胚伸張）（Mashimo 
et al. 2014）の両者をハサミムシ目は示すことが明らか
になり、ハサミムシ目が多新翅類の一員であることは発
生学的にも強く支持された。次に、多新翅類内でのハサ
ミムシ目の類縁を検討するために先行研究との比較も行
い、ハサミムシ目の発生学的グラウンドプランとして以
下の特徴をあげることができた：1）卵前極に環状配列
する卵門、2）厚い周縁細胞質、3）多新翅類型胚形成、4）
多新翅類型胚伸長、5）半長胚型胚帯、6）胚軸逆転型
胚運動、7）側脚の欠如、8）1節からなる尾毛、9）前
頭にある胚クチクラ由来の卵歯。これらの特徴を検討す
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ると、多くのものは多新翅類のグラウンドプランあるい
は固有派生形質（ 1、3－ 6、9）、それ以外の二つはハ
サミムシ目の固有派生形質（ 2、7）と考えられ、ハサ
ミムシ目の類縁を議論することはできない。唯一、「 1
節からなる尾毛」（ 8）はジュズヒゲムシ目との共有派
生形質と理解できる可能性はあるが、類縁を議論するに
は不十分である。ハサミムシ目のさらなる発生学的知見
の蓄積が望まれる。
　ハサミムシ各科の発生形質を比較すると、胚の長さ、
位置に関して、グループ間で興味深い違いのあることが
分った。すなわち、1）原始ハサミムシ類で短く、高等
ハサミムシ類で長い胚原基長、2）真ハサミムシ類の極
めて大きいアナトレプシス期胚の最大長（卵周の95－
98％）、3）原始ハサミムシ類で210％以上、高等ハサミ
ムシ類で160％以下のアナトレプシス期の胚伸長率、4）
真ハサミムシ類でのアナトレプシス期最長胚尾端の卵腹
面への定位、などである。この他の発生形質においても、
類縁を考察する上で興味深い結果が見出された。例えば、
幼虫の齢数は原始ハサミムシ類で大きい一方、高等ハサ
ミムシ類では小さく、さらに真ハサミムシ類は最小の 4
である。また、真ハサミムシ類は中央に尖った突起のあ
る特徴的な卵歯をもつ。これらの比較から、真ハサミム
シ類の各科は多くの特徴を共有し、従来の研究や最新の

分子系統解析が示唆するように、非常にまとまったグ
ループであると判断される。一方、胚伸長率に注目する
と、原始ハサミムシ類に比べ明らかに小さい値を示す高
等ハサミムシ類のなかにあって、センヌキハサミムシ科
が原始ハサミムシ類と同様の数値を示していることは特
筆すべきである。さらに、センヌキハサミムシ科の胚原
基長は原始ハサミムシ類のそれと同等に短く、幼虫の齢
数も原始ハサミムシ類のそれと同様に多い。最新の分子
系統解析はセンヌキハサミムシ科をハサミムシ目の最基
部に位置づけ、高等ハサミムシ類の側系統性を示唆した
が、この見解を今回の比較発生学的検討はよく支持して
いる。
　さらにハサミムシ目の比較発生学を進めていくが、そ
こで最重要なのはカルシュハサミムシ科である。そして、
明らかに多系統群と考えられているムナボソハサミムシ
科については、より多くの属を検討すべきである。また、
同様に多系統性が指摘されているドウボソハサミムシ
科、オオハサミムシ科、カザリハサミムシ科も慎重な検
討が望まれる。
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